




　目的:小児てんかんを管理するにあたり,脳 CT 像がてんかん患児の予後判定

及び治療方針の設定に際し,如何なる意義を有するかを検討した。

　対象及び方法:点頭てんかん 20 例,レノックス症候群 27 例を含む小児てんか

ん 120 例を対象とした。方法は,CT 病変及び脳波異常所見をその局在により，

それぞれ限局性，び慢性,半球性,の 3群に分類し,各発作型における CT 所見,CT

所見と脳波所見との関連性を検討した。さらに,難治性てんかんとして,点頭て

んかん及びレノックス症候群をとりあげ,治療評価の立場より脳 CT 像と治療効

果及び再発との関係について解析を試みた。


